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はじめに 
このたびはAnyWire 製品をお買い上げいただきまして、ありがとうございます。 

AnyWire DB A20 シリーズ製品は株式会社エニイワイヤが開発した「通信チップ」を使用し

た全２重シングルバスのセンサバスで「高速で高い信頼性を持つ省配線システム」に使用

するユニットです。 

機能、性能などを十分ご理解いただき、省配線システム構築にご活用ください。 

マスタユニットEH-DBW（日立PLC EH-150用）は、（株）日立産機システムから販売され

ています。 

● お願い 

・ 本製品は、一般仕様の範囲内でお使いください。 

・ 設置や交換作業の前には、必ずシステムの電源を切ってください。 

・ 次に示すような条件や環境で使用する場合は、定格、機能に対して余裕を持った

使い方やフェルセーフなどの安全対策へのご配慮を頂くとともに、当社営業担当

者までご相談くださいますようお願いいたします。 

① 本マニュアルに記載の無い条件や環境での使用。 

② 原子力制御、鉄道施設、航空施設、車両、燃焼装置、医療機器、娯楽機械、

安全機器などへの使用。 

③ 人命や財産に大きな影響が予測され、特に安全性が要求される用途への

使用。 

・ 本マニュアルは、AnyWire DB A20 シリーズを使用する上で、必要な情報を記載し

ています。お使いになる前に本マニュアルをよく読んで十分に、ご理解してくださ

い。 

● ご注意 

・ AnyWire DB A20 システム全体の配線や接続が完了しない状態で 24V 電源を入

れないでください。システムが誤動作することがあります。 

・ AnyWire DB A20 システム機器には 24V 安定化直流電源を使用してください。 

・ AnyWire DB A20システムは高いノイズ耐性を持っていますが、伝送ラインや入出

力ケーブルには、高圧線や動力線を近付けないでください。 

・ コネクタ内部に金属くずなどが入らないよう、特に配線作業時に注意してくださ

い。 

・ 誤配線は機器に損傷を与えることがあります。また、コネクタや電線がはずれな

いよう、ケーブルの長さや配置に配慮してください。 

・ 端子台により線を接続する場合、半田処理をしないでください。ゆるみが生じ、接

触不良となることがあります。 

・ AnyWire DB A20 シリーズの伝送ラインは最長 3ｋm です。伝送ラインのうちの電

源ラインは遠隔ターミナルユニットでの消費電力により、電圧降下が大きくなるこ

とがあります。その場合にはその部分にローカルな 24V 電源を接続し、電圧を確

保してください。 
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第１章 設計 

1－1 AnyWire DB A20 シリーズの特長 

AnyWire DB A40 シリーズが Dual Bus（全４重）伝送方式に対して、AnyWire DB A20 シリーズ

は Single Bus（全２重）伝送方式を採用し、高速と長距離仕様に対応しています。 

 

最大伝送距離と伝送クロックの関係 

伝送クロック 125ｋＨｚ 31.3ｋＨｚ 7.8ｋＨｚ 2ｋＨｚ 

最大伝送距離 50ｍ 200ｍ 1ｋｍ 3ｋｍ 

最大６４点（入：３２点、出：３２点） 0.42ms 1.70ms 6.78ms 24.8ms サイクル 

タイム 最大 1024点（入：512点、出：512 点） 4.26ms 17.06ms 68.22ms 262.9ms 

 

A20シリーズは全2重伝送方式でサイクリック伝送しています。伝送時間（サイクルタイム）は

接続される I/O 点数及び伝送クロックによって異なりますので、詳細は AnyWire DB A20 シリ

ーズの各マスタユニットのユーザーズマニュアルや製品説明書をご参照ください。 

また、アナログターミナル（A/D、D/A 変換など）は伝送クロック 125ｋHz には対応していませ

ん。 

 

マスタユニット 1台で最大入力 512 点、出力 512 点の入出力が出来ます。 

AnyWire-Bus は分岐配線が出来ます。分岐配線をしても断線検知が可能です。 
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1－2 製品構成 

■ マスタユニット 

¸ AnyWire DB A20 シリーズのマスタユニットを使用します。 

■ スレーブユニット 

¸ AnyWire DB A20 シリーズのスレーブユニットを使用します。 

スレーブユニットにはワード動作（16 点単位でのデータ更新）ユニットと Bit 動作

（1 点単位でのデータ更新）ユニットがあります。 

 

 

 

型  式  

Ａ２０ＳＢ－０４Ｕ 
 

 

入出力インターフェースタイプ 

Ｔ：トランジスタ出力（保護機能あり） 

Ｕ：ＣＭＯＳ入力／トランジスタ出力（保護機能なし） 

Ｒ：リレー入力／リレー出力 

Ｆ：フォトカプラ入力 

 

占有データ長（ビットまたはワード単位） 

Ｂｉｔ-Ｂｕｓ／Word-Busの時：占有ビット/ワード数 

アナログユニットの時：占有ワード数、チャネル数 

 

Ｂ：Ｂｉｔ動作製品  Ｗ：Word 動作製品 

 

Ｓ：入力ターミナル Ｐ：出力ターミナル X：入出力ターミナル 

 

タイプ、 0：スタンダードターミナル 1：コンパクトターミナル  

2：アナログユニット など 

 

ＡｎｙＷｉｒｅ DB A20 シリーズ名 
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1－3 AnyWire DB A20 シリーズの構成要素 

  伝送距離、伝送クロックによる伝送路環境は比較的ラフな条件で使用できます。 

 低速伝送クロックによる高速伝送を実現させている『AnyWireBus』では伝送路インピーダ

ンス、シールド条件などを気にすることなく、伝送路として多種の伝送ケーブル、汎用電線

などを使用できます。 

 

■ 接続形態 

 

AnyWireBus は T 分岐、マルチドロップ、ツリー分岐の接続が可能です。 

 

 

Õ T 分岐方式 

T 分岐方式とは、分岐用圧接コネクタまたは端子台によりケーブルを分岐させてノー

ドを接続する方式です。 

実際の配線では、次のようになります。 

 

¸ 分岐用圧接コネクタ使用時 

次図のように、フラットケーブルを分岐用圧接コネクタでケーブルを分岐させま

す。 

支線 

T分岐 マルチドロップ 

ツリー分岐 

スレーブユニット 

分岐用圧接コネクタまたは端子台 
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¸ 端子台使用時 

市販の端子台（向き合う端子台が内部で接続されている端子台）を使用して次

図のようにケーブルを分岐させます。 

 
 

 

¸ 分岐ユニット(HB-４：黒田精工製)使用時 

次図のように分岐用中継端子ボックスを使用して分岐させます。 

 

24V

0V 

D

G

24V 0V  D  G
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Õ マルチドロップ方式 

マルチドロップ方式とはケーブルに直接スレーブユニットを接続する方式です。この場

合は、新たなケーブルやケーブル以外の接続機器は必要ありません。 

 

実際の配線では、次図のように片側からの通信ケーブルと、もう一方側の伝送ケー

ブル、それぞれの信号線を合わせて、スレーブユニットに接続します。 

 

¸ ターミネータ 

AnyWireBus では終端抵抗を接続する必要はありません。最遠端に伝送路を安

定させるためのターミネータ（AT2）を取り付けます。 

 

Õ ツリー分岐方式 

ツリー分岐方式とは T 分岐接続された支線を再度 T 分岐やマルチドロップ接続する

方式です。 

 

実際の配線は T分岐方式、マルチドロップ方式と同様になります。 

 

■ ケーブルの種類と注意点 

ケーブルフリー仕様です。したがって、汎用電線、キャブタイヤケーブル、フラット

ケーブルなどが使用できます。 

スレーブユニット 

分岐用圧接コネクタま

たは端子台 

スレーブユニット 

スレーブユニット 
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■ システム構成 

     AnyWire DB A20 システムは、マスタユニット、Ｂｉｔ動作対応ターミナル、その周

辺機器で構成されます。      

 

 

 

■ マスタの種類 

 

名称 内容 

PLC インタフェース PLC 用 

ボードバスインタフェース ボードコンピュータ用 

ゲートウェイ フィールドバス接続用 

機種名・型式については弊社の「製品説明書」にてご確認ください。 

 

■ スレーブの種類 

名称 内容 

D-I/O ユニット 入力ターミナル 

出力ターミナル 

入出力ターミナル 

コンパクトターミナル 

 

 

Bit 動作用 

アナログユニット A/D ターミナル 

D/A ターミナル 

機種名・型式については弊社の「製品説明書」にてご確認ください。 

 

Bit動作ターミナル 

出力用 入力用 入力用 出力用 

コンパクトターミナル 

ターミネータ 

マスタユニット 
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■ 接続関連機器の種類 

Õ ケーブルの種類 

ケーブルフリー仕様です。したがって、汎用電線、キャブタイヤケーブル、フラット

ケーブルなどが使用できます。 

 

【参考】 

種類 写真 仕様 

300V ビニル 

キャブタイヤケーブル 

（VCTF） 

 

JIS C3306 

断面積 0.75mm² 

許容電流 ７A （30℃） 

導体抵抗 25.1Ω/km(20℃)以下 

絶縁抵抗 5MΩ/km(20℃)以上 

単芯ビニルコード 

（ＶＳＦ） 

 

JIS C3306 

断面積 0.75 mm² 

許容電流 ７A （30℃） 

最大導体抵抗 24.4Ω/km(20℃) 

絶縁抵抗 5MΩ/km(20℃)以上 

専用フラットケーブル 

（HKV） 

型式：FK4-075-100 

 （100m 巻き） 

  

断面積 0.75 mm² 

構成  43/0.18 （No/mm） 

最大導体抵抗 24.4Ω/km(20℃) 
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1－4 AnyWire DB A20 シリーズの仕様 

■ 伝送仕様 

伝送クロック 125ｋHz 31.3ｋHz 7.8ｋHz 2ｋHz 

最大伝送距離 50ｍ 200ｍ 1ｋｍ 3ｋｍ 

伝送方式 全 2 重トータルフレーム・サイクリック方式 

接続形態 バス形式（マルチドロップ方式、T分岐方式、ツリー分岐方式） 

伝送プロトコル 

 

専用プロトコル（ＡｎｙＷｉｒｅＢｕｓ-DB プロトコル） 

接続 IO 点数 

 

最大 1024 点(入力 512 点/出力 512 点) 

 

接続台数 最大 128 台  

0.42ｍｓ 1.70ｍｓ 6.78ｍｓ 24.80ｍｓ 伝送サイクル 

タイム 

（１サイクルタイム値） 

（注 1）上記サイクルタイムは最大伝送点数64点（入力32点、出力32点）のときの値で

す。 

（注２）伝送サイクルタイムは 1～2サイクルタイム間の値となります 

入力信号を確実に応答させるためには、2 サイクルタイムより長い入力信号を与

えてください。 

RAS 機能 伝送線断線位置検知機能、伝送線短絡検知機能、伝送電源低下検知機能 

接続ケーブル 

 

ケーブルフリー 汎用２線ケーブル/４線ケーブル(0.75mm²～1.25mm²) 

    専用フラットケーブル(0.75mm²)・・・・型式：FK4-075-100 

          汎用電線(0.75mm²～1.25mm²) 

電源 

 

回路：（コントローラ側から供給）電圧 ＋5[V]±5％  電流 0.4[A] 

伝送ライン： 

電圧 DC24V +15～-10％（DC21.6～27.6V）リップル 0.5Vp-p 以下 

電流 0.2[A] （ターミナル 128 台接続時、負荷電流含まず） 
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■ 最大伝送距離 

AnyWireBus の最大伝送距離は、幹線と分岐を含めたケーブルの総延長です。 

 

 

¸ 伝送クロックと最大伝送距離は次のようになります。 

   最大伝送距離は 

伝送クロック  2ｋHz の時 3ｋｍ 

7.8KHz の時 1km 

       31.3ｋHz の時 200m 

  125ｋHz の時 50m 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｌ2 

L1 
L3

マスタユニット 

L1+L2+Ｌ3+L4≦Lmax 

L4 

スレーブ機器 

マスタユニット 

スレーブ機器 

最大伝送距離 

重要 

伝送クロックはマスタユニット側とスレーブ機器（ターミナル）側それぞれで

設定します。 

警告 

マスタ側とスレーブ側の伝送クロックが違っていると正常に伝送されませ

ん。必ずクロックを一致させてください。 
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■ スレーブユニット接続台数の規定 

AnyWire DB A20 シリーズにおいて、マスタユニット 1 台あたりの最大接続可能台数は 

128 台です。 

 

ただし、敷設された伝送距離によって接続台数が変わりますのでご注意ください。 

 

距  離 接続台数 

1km以下 128台 

2km まで 64台 

3km まで 32台 

 

 

 

最大接続台数を超えるような場合はマスタユニットを追加して、別系統システムを構築すること

になります。 
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■ スレーブへの電源供給の方法 

スレーブには、回路用と I/O負荷用の電源を供給する必要があります。 

スレーブの給電タイプ マスタ側 

給電電源 

スレーブ側 

給電電源 

使用ケーブル 

ネットワーク一括給電

タイプ 

24V 0．4A 

＋ 

スレーブ総負荷電流

（回路用） 

＋ 

総外部負荷電流 

 

 

なし 

４線ケーブル 

専用フラットケーブル 

ローカル給電タイプ 24V 0．4A 24V 総負荷電流

（回路用＋外部） 

２線ケーブル 

 

重要 

マスタ側から4芯ケーブルでスレーブ用電源と信号を一括給電する時はボード

内を通じて給電する場合（例：横河 AFSR01 マスタユニット）は、センサや電磁

弁など負荷用を含め、５A までとしてください。 

 

 

ü スレーブの回路用電源 

市販の DC24V 安定化電源をご使用になれます。 

電源を供給する全スレーブの消費電流の総合計よりも、電流容量の大きい電源

を選択してください。 

 

ü ２線 VCTF ケーブル使用時 

２線 VCTF ケーブルでは電源を供給できません。そこで、２線 VCTF ケーブルを

使用してAnyWire DB A20システムを構築する場合は、通信用の２線VCTFケー

ブルとは別の経路で各スレーブに給電する必要があります。また、別にI/O用の

電源を必要とするスレーブ（出力用ターミナルなど）には、I/O 電源も供給する必

要があります。 
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横河 PLC FA-M3 用マスタユニット AFSR01-D2 の場合 

 

端子台の信号は以下のようになっています。 

D  信号伝送線です 

G  信号伝送線です 

24V  内部で 24V と接続されています 

0V  内部で 0V と接続されています 

24V       DC24V の安定化電源の＋24V を接続してください 

0V  DC24V の安定化電源の 0V を接続してください 

 

D、G、24V、0V は夫々スレーブユニットのD、G、24V、0V に接続してください。 

 

オムロン PLC SYSMAC CJ1 用マスタユニット AFCJ01-D2 の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

D 

 G   0
24V 24V 

0

F

Ｄ

G

24

0

24

0

  
 

 
 

 
 

 
 

D 

 G   
0

24V 24V 

0

横河 FAM3 用 

マスタユニット 

スレーブユニット スレーブユニット 

スレーブユニット各々に外部電源を接続した例。 

ローカル外部電源 ローカル外部電源 

0V 24V 0V 24V 

0V 24V 

マスタ用外部電源 

DC24V 0.2Ａ max 

（伝送ラインのドライブ用

として必要） 

AFSR01-D2 

  
 

 
 

 
 

 
 

D 

 G   0
24V 24V 

0

LG

Ｄ 
G 
24V

X0V 

  
 

 
 

 
 

 
 

D 

 G   
0

24V 24V 

0

オムロン CJ1 用 

マスタユニット 

スレーブユニット スレーブユニット 

スレーブユニット各々に外部電源を接続した例。 

ローカル外部電源 ローカル外部電源 

0V 24V 0V 24V 

0V 24V 

マスタ用外部電源 

DC24V 0.2Ａ max 

（伝送ラインのドライブ用

として必要） 

AFCJ01-D2 
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ü ４線 VCTF ケーブル、専用フラットケーブル使用時 

横河 PLC FA-M3 用マスタユニット AFSR01-D2 の場合 

 

 

 

オムロン PLC SYSMAC CJ1 用マスタユニット AFCJ01-D2 の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

D 

 G   0
24V 24V 

0
  

 
 

 
 

 
 

 

D 

 G   
0

24V 24V 

0

F

D

G

24

0

24

0

マスタユニット 
スレーブユニット スレーブユニット 

マスタユニットから一括給電した例。 

0V 24V 

マスタ用外部電源 

DC24V 0.2Ａ＋総負荷電流 

Max 5A  

マスタユニットの

基板をスルーする

時は 5A まで 

AFSR01-D2

  
 

 
 

 
 

 
 

D 

 G   0
24V 24V 

0
  

 
 

 
 

 
 

 

D 

 G   0
24V 24V 

0

D 
G 
24

0V 
LG

マスタユニット 
スレーブユニット スレーブユニット 

マスタユニットから一括給電した例。 

0V 24V 

マスタ用外部電源 

DC24V 0.2Ａ＋総負荷電流 

スレーブユニット

供給用の電源を

別配線する 

AFCJ01-D2 
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注意 

スレーブユニットの端子台で同じ記号の端子は内部で接続されています。 

また、「COM」と「0V」の間(入力ユニット)は内部で接続されています。

「COM」と「＋24V」との間(出力ユニット)、を出荷時にショートピース(短絡

板)で短絡されているものがあります。 

製品ごとの詳細は取扱説明書をご覧ください。 

 

これは 16 点出力ユニット《ねじ端子台タイプ》の例です。 

 

 

 

24V と COM の間がショートピースで短絡されています。また、ねじ端子台

のユニットでは｢COM｣端子(上の写真の矢印部分）は赤色のビスが使わ

れ、識別しやすくなっています。 

 

D 24V 24V 

G 0V 0V COM 

  COM 

  COM   

  COM 

赤色ビス ショートピース 
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■ スレーブへの電源供給の計算方法 

ü ローカル給電タイプ 

スレーブの使用電源電圧 DC24V +15%、-10% (DC21.6V～DC27.6V) 

伝送線信号電圧  DC20V～DC27.6V 

伝送信号電流  最大 100mA 

 

限界値設計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｌ：末端のスレーブまでの信号許容ケーブル長 

 伝送線信号許容電圧降下（Ｖ）＝２６．４Ｖ－２０Ｖ＝６．４Ｖ 

 ６．４Ｖ ≧ （ｉ１＋ｉ２＋・・・・・＋ｉｎ）×Ｌ×２×ｒ 

     ↑   
   １００ｍＡmax   
 
 
 
 

 

 Ｌ ≦ ３２÷ｒ （ｍ） 

ｒ ： 伝送線の導体抵抗 
２線ＶＣＴＦケーブル 抵抗（Ω/ｍ） 許容電流 

0.75mm² 0.025 9Ａ 

1.25mm² 0.015 12Ａ 

2.0 mm² 0.0098 17Ａ 

 

 ２線ＶＣＴＦケーブル０．７５mm²使用時 

 Ｌ ≦ ３２÷ｒ＝３２÷０．０２５＝１，２８０ｍ 

 となります。 

 最大伝送距離は伝送クロックでも規定されていますので、 

 伝送クロック７．８ｋＨｚのときは Ｌ＝１ｋｍ となります。 

Ｄ 

Ｇ 

24V

24V

０V 

０V 

Ｄ 

Ｇ 

24V

０V 

Ｄ 

Ｇ 

24V

０V 

+24V ０V 

+24V 

０V 

L 

マスタユニット 

スレーブユニット 

電源 

電源 

設定値：２６．４V 

ｉｎ 

ｉ１ 

ｉ：スレーブ伝送線信号電流 

 

ＡｎｙＷｉｒｅターミナル：０．５ｍＡ 
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ü ネットワーク一括給電タイプ 

スレーブの使用電源電圧 DC24V +15%、-10% (DC21.6V～DC27.6V) 

伝送線信号電圧  DC20V～DC27.6V 

伝送信号電流  最大 100mA 

 

限界値設計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） Ｌ：末端のスレーブまでの信号許容ケーブル長 （ローカル給電タイプと同じ） 

 伝送線信号許容電圧降下（Ｖ）＝２６．４Ｖ－２０Ｖ＝６．４Ｖ 

 ６．４Ｖ ≧ （ｉ１＋ｉ２＋・・・・・＋ｉｎ）×Ｌ×２×ｒ 

     ↑   
   １００ｍＡmax   
 
 
 
 
 
 

 Ｌ ≦ ３２÷ｒ （ｍ） 

ｒ ： 伝送線の導体抵抗 
２線ＶＣＴＦケーブル 抵抗（Ω/ｍ） 許容電流 

0.75mm² 0.025 9Ａ 

1.25mm² 0.015 12Ａ 

2.0 mm² 0.0098 17Ａ 

 

 ２線ＶＣＴＦケーブル０．７５mm²使用時 

 Ｌ ≦ ３２÷ｒ＝３２÷０．０２５＝１，２８０ｍ 

 となります。 

 最大伝送距離は伝送クロックでも規定されていますので、 

 伝送クロック７．８ｋＨｚのときは Ｌ＝１ｋｍ となります。 

Ｄ 

Ｇ 

24V

24V

０V 

０V 

Ｄ 

Ｇ 

24V

０V 

Ｄ 

Ｇ 

24V

０V 

+24V ０V 

L マスタユニット 

スレーブユニット 

電源 

設定値：２６．４V 

ｉｎ 

ｉ１ 

Ｉ１ 

Ｉｎ 

LＬ 

ｉ：スレーブ伝送線信号電流 

 

ＡｎｙＷｉｒｅターミナル：０．５ｍＡ 
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（２） ＬＬ：末端のスレーブまでの電源許容ケーブル長  

 伝送線電源許容電圧降下（Ｖ）＝２６．４Ｖ－２１．６Ｖ＝４．８Ｖ 

 ４．８Ｖ ≧ （Ｉ１＋Ｉ２＋・・・・・＋Ｉｎ）×ＬＬ×２×Ｒ 

        
       
 
 
 

        

  

ＬＬ ≦ ２．４÷（Ｉ１＋・・・・・＋Ｉｎ）Ｒ （ｍ） 

 

Ｒ ： 電源線の導体抵抗 
４線ＶＣＴＦケーブル 抵抗（Ω/ｍ） 許容電流 

0.75mm² 0.025 9Ａ 

1.25mm² 0.015 12Ａ 

2.0 mm² 0.0098 17Ａ 

４線フラットケーブル 

（0.75mm²） 
0.027 6Ａ 

 

  

 

 

 

 

 

Ｉ：スレーブ総負荷電流 
 

回路用＋外部負荷用 
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ü 伝送ケーブルによる給電時の制限 

４線 VCTF ケーブルやフラットケーブルを使用してスレーブに給電する場合は次の 4 点を

考慮して AnyWIreBus システムを構築してください。 

・ マスタユニットの許容電流 

・ ４線 VCTF ケーブル、専用フラットケーブルの許容電流 

・ 分岐用、延長用圧接コネクタ及び端子台の許容電流 

・ 電圧降下による許容ケーブル長 

 

 

ü ４線専用フラットケーブル使用の場合 

 

 

この例ではひとつの電源ですべてのスレーブに給電するとマスタユニット制限条

件の５A を超えるため、２つのグループに分けて、二つの電源で給電するように

しています。 

 

・グループＡ 

マスタユニットの許容電流  5Ａ≧3Ａ 

専用フラットケーブルの許容電流 6Ａ≧3Ａ 

電圧降下による許容ケーブル長 2.4÷（3×0.027）＝29.6m≧25m （LA） 

 

・グループ B 

専用フラットケーブルの許容電流 6Ａ≧2.5Ａ 

電圧降下による許容ケーブル長 2.4÷（2.5×0.027）＝35.5m≧35m （LB） 

延長用圧接コネクタの許容電流 4A≧1.5A 

 

 

中継端子台 

マスタ 

電源 A 
(DC24V) 

スレーブ 

600mA 

スレーブ 

600mA 

スレーブ 

600mA 

スレーブ 

600mA 

スレーブ 

600mA 

スレーブ 

500mA 

スレーブ 

500mA 

スレーブ 

500mA 

スレーブ 

500mA 

スレーブ 

500mA 

電源 B 
(DC24V） 

消費電流合計 ＩＡ＝３Ａ 消費電流合計 ＩＢ＝２．５Ａ 

[グループ B ] [グループ A ] 

ケーブル長：ＬＡ＝２５ｍ 

ケーブル長：ＬＢ＝３５ｍ 

延長用圧接コネクタ 
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ü ４線 VCTF ケーブル使用の場合 

 

 

この例でもひとつの電源ですべてのスレーブに給電するとマスタユニット制限条

件の５A を超えるため、２つのグループに分けて、二つの電源で給電するように

しています。なお、4 線 VCTF ケーブルは 1.25mm²を使用するものとします。 

 

・グループＡ 

マスタユニットの許容電流  5Ａ≧3Ａ 

4 線 VCTF ケーブルの許容電流 12Ａ≧3Ａ 

電圧降下による許容ケーブル長 2.4÷（3×0.015）＝53.3m≧50m （LA） 

 

・グループ B 

4 線 VCTF ケーブルの許容電流 12Ａ≧2.5Ａ 

電圧降下による許容ケーブル長 2.4÷（2.5×0.015）＝64m≧50m （LB） 

 

 

 

 

 

中継端子台 

マスタ 

電源 A 
(DC24V) 

スレーブ 

600mA 

スレーブ 

600mA 

スレーブ 

600mA 

スレーブ 

600mA 

スレーブ 

600mA 

スレーブ 

500mA 

スレーブ 

500mA 

スレーブ 

500mA 

スレーブ 

500mA 

スレーブ 

500mA 

電源 B 
(DC24V） 

消費電流合計 ＩＡ＝３Ａ 消費電流合計 ＩＢ＝２．５Ａ 

[グループ B ] [グループ A ] 

ケーブル長：ＬＡ＝50ｍ 

ケーブル長：ＬＢ＝50ｍ 
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1－5  I/O 割付 

ここでは、マスタユニットを装着しているPLC本体上のメモリマップに、スレーブのI/O(入

出力)がどのように割り付けられるかを説明します。 

メモリマップはスレーブユニットの I/O 接点と 1：1 対応しています。PLC 本体の内部リレ

ーに展開することで、PLC内部リレーと I/O 接点を 1：1対応させます。 

ＰＬＣ内部リレーと I/O接点の１：１対応

PLC
内部リレー

内部メモリ

マスタユニットの内部メモリは
スレーブユニットに接続された
I/O機器のアドレス設定で１：１
対応が図られる。

マスタユニットの内部メモリを
PLC内部リレーに一括転送す
ることで１：１対応が図られる。

マスタ
ユニット

PLC

スレーブユニット スレーブユニット

 
■ メモリマップ （横河製 PLC FA-M3 用インタフェース AFSR01-D2 の例） 

 

マスタユニットのメモリマップは下図のようになっています。入力エリア、出力エリア、エ

ラーステータス格納エリアに分かれています。 

スレーブユニットのアドレス設定により決められたエリアがメモリ上に割り付けられます。 

割り付けられたエリアを PLC 側の内部リレーに取り込むことでラダープログラムからは

内部リレーの制御でスレーブユニットに接続された I/O機器を制御できます。 

ｂｉｔ No. （１word） 接点位置 
ｎ 

15 14 13 12 11 10  9  8  7  6  5  4  3  2  1 0 

1 15 14 13 12 11 10  9  8  7  6  5  4  3  2  1 0 
2 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

3 
｜ （入力） 
32 

48 

 

511 

46 

 

510 

45 

 

509 

44 

 

508 

43 

 

507 

42 

 

506 

41 

 

505 

40 

 

504 

39 

 

503 

38 

 

502 

37 

 

501 

36 

 

500 

35 

 

499 

34 

 

498 

33 

 

497 

32 

 

496 

33 アドレス（ＩＤ）応答異常端末数 エラーフラグ 

34 予備 レディフラグ 
35 
｜ 
40 

 
予備 

41 
｜ 
56 

異常アドレス 1 
｜ 

異常アドレス 16 
57 15 14 13 12 11 10  9  8  7  6  5  4  3  2  1 0 
58 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 
59 
｜ （出力） 
88 

48 

 

511 

46 

 

510 

45 

 

509 

44 

 

508 

43 

 

507 

42 

 

506 

41 

 

505 

40 

 

504 

39 

 

503 

38 

 

502 

37 

 

501 

36 

 

500 

35 

 

499 

34 

 

498 

33 

 

497 

32 

 

496 

89 エラーリセット 予備 

90 
 
128 

 
予備 
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■ エラーステータス 

ネットワーク上のエラー情報はメモリマップの入出力エリアの後にエラーステータスとして下図

のように接点位置に対応して格納されます。マスタ側でネットワークの異常状況を判断すること

が出来ます。 

エラーステータスはエラーフラッグと断線が検知されたアドレス（ＩＤ）番号の数、その異常アドレ

ス（ＩＤ）１６個からなります。断線によるエラーが発生した場合、アドレス（ＩＤ）の数の情報と異常

アドレスの情報から該当するターミナルを知ることが出来ます。 

異常アドレスが 16 個以上ある場合、番号の若い順に 16 個表示されます。 

 

 

エラーフラグ 

ｂｉｔ No. （１word） 接点位置 
ｎ 

15 14 13 12 11 10  9  8  7  6  5  4  3  2  1 0 

33 アドレス（ＩＤ）応答異常端末数  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接点位置を（33）とすることによりエラーフラグと異常アドレスの数を読み込むことが出来ます。

この状態は（ＡＬＭ）ＬＥＤによっても表示されます。 

エラーが発生した場合、対応するビットが“１”になります。 

（ｂｉｔ ３）は電源を切るかエラーリセットまで保持されます。 

（ｂｉｔ 0、1、2）はエラー状態が解除されると“0”になります。保持されません。 

 

 

 

 

 

 

1：D-G 間の短絡 

0：異常なし 

1：D-24V 間の短絡 

0：異常なし 

1：24V 電圧低下 

0：異常なし 

1：アドレス応答なし 

  （断線、ターミナル故障） 

0：異常なし 

未使用(予備) 
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エラーステータスのリセット 

ｂｉｔ No. （１word） 接点位置 
ｎ 

15 14 13 12 11 10  9  8  7  6  5  4  3  2  1 0 

1 15 14 13 12 11 10  9  8  7  6  5  4  3  2  1 0 
2 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

3 
｜ （入力） 
32 

48 

 

511 

46 

 

510 

45 

 

509 

44 

 

508 

43 

 

507 

42 

 

506 

41 

 

505 

40 

 

504 

39 

 

503 

38 

 

502 

37 

 

501 

36 

 

500 

35 

 

499 

34 

 

498 

33 

 

497 

32 

 

496 

33 アドレス（ＩＤ）応答異常端末数 エラーフラグ 

34 予備 レディフラグ 
35 
｜ 
40 

 
予備 

41 
｜ 
56 

異常アドレス 1 
｜ 

異常アドレス 16 
57 15 14 13 12 11 10  9  8  7  6  5  4  3  2  1 0 
58 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 
59 
｜ （出力） 
88 

48 

 

511 

46 

 

510 

45 

 

509 

44 

 

508 

43 

 

507 

42 

 

506 

41 

 

505 

40 

 

504 

39 

 

503 

38 

 

502 

37 

 

501 

36 

 

500 

35 

 

499 

34 

 

498 

33 

 

497 

32 

 

496 

89 エラーリセット 予備 

90 
 
128 

 
予備 

 

 

ＷＲＩＴＥ命令により接点位置（８９）に“1”以外の値を書き込んでから“１”を書き込んでください。 

断線などの異常が解消していれば断線フラグが“０”、異常アドレスの数も“０”にリセットされま

す。 

異常状態が解消されていなければ再び異常フラグと異常アドレスの数、異常アドレスがセットさ

れます。 

リセット後、接点位置（３３）のデータは“０”になります。 

電源再投入によってもクリアされます。 
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■ メモリマップを PLC内部リレーに取り込む方法  

【横河電機製 FA-M3 を例にしています】 

入出力 32word(512 点)の例 

 

 次のようにラダープログラムを組むことで PLCの内部リレーに取り込むことが出来ます。 

 ラダープログラムでは対応する内部リレーを扱うことにより通常のラダープログラムと同じよう

にプログラムできます。 

 例えば FA-M3のスロット 4に AFSR01 を取り付けた場合、次のプログラムにより内部リレーと

の対応は下表のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラムでは入力の場合内部リレーI 0001～I 0512 を入力として扱い、出力の場合 I 0512～I 

1024 に出力すれば対応する AnyWireBus D2 の入出力が行えます。 

 

 

 

 内部リレー AnyWireBus のアドレス 

入力 I0001～Ｉ0256     0～511 512 点 

出力 Ｉ0513～Ｉ1024     0～511 512 点 

入力エリア 

512点 

I 0001 

READ 4 1 I0001 32 

M033（常時 ON） スロット番
号 

開始
接点 

先頭 
デバイス名 

ワード
数 

WRITE 4 57 I0513 32 

スロット番
号 

開始
接点 

先頭 
デバイス名 

ワード
数 

I 0512 
I 0513 

I 1024 

出力エリア 

512点 
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■ メモリマップ （オムロン製 PLC SYSMAC CJ1 用インタフェース AFCJ01-D2 の

例） 

SYSMAC CJ シリーズは以下に示す形で、各ユニットが I/O メモリユニットに割り付けられ

ています。 【参照及び引用 オムロン CJ シリーズ ユーザーズマニュアルより】 

ユニットは、次の 3 つのグループに分かれ、各グループごとに割付方法が異なっていま

す。 

・ CJ シリーズ基本 I/O ユニット 

・ CJ シリーズ高機能 I/O ユニット 

・ CJ シリーズ CPU高機能ユニット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AFCJ01

入出力リレーエリア 

（空き） 

データリンクリレーエリア 

内部補助リレーエリア 

CPU 高機能ユニットリレー

エリア（２４CH/ユニット） 

（空き） 

高機能 I/Oユニットリレーエ

リア（１０CH/ユニット） 

 

（空き） 

DviceNet リレーエリア 

内部補助リレーエリア 

0000 

0079 

1000 

1199 
1200 

1499 
1500 

1899 

2000 

2959 

3200 

3799 
3800 

6143 

基本 I/Oユニット 

CPU高機能ユニット 

高機能 I/Oユニット 

15 0 ビット チャネル 

チャネル I/O （CIO） エリア 

 

高機能 I/Oユニット
用 DMエリア

（100CH/ユニット） 

 

CPU高機能ユニット
用 DMエリア

（100CH/ユニット） 

 

D00000 

D20000 

D29599 

D30000 

D31599 

D32767 

データメモリ （DM） 
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AFCJ01-D2は CJ1の高機能 I/O ユニットとして割り付けられます。 

割付エリアは高機能 I/O ユニット用 DM エリア（20000～29599）です。 

 

ｂｉｔ No. （１word） ｵﾌｾｯﾄ 
ｱﾄﾞﾚｽ 

15 14 13 12 11 10  9  8  7  6  5  4  3  2  1 0 

0 15 14 13 12 11 10  9  8  7  6  5  4  3  2  1 0 
2 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

3 
｜ （出力） 
31 

48 

 

511 

46 

 

510 

45 

 

509 

44 

 

508 

43 

 

507 

42 

 

506 

41 

 

505 

40 

 

504 

39 

 

503 

38 

 

502 

37 

 

501 

36 

 

500 

35 

 

499 

34 

 

498 

33 

 

497 

32 

 

496 

32 
｜ 
63 

 
システム予約 （32ｃｈ 使わないでください） 

64 エラーリセット出力 （１word） 
65 
66 
67 

 
システム予約 （3ｃｈ 使わないでください） 

200 15 14 13 12 11 10  9  8  7  6  5  4  3  2  1 0 
201 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 
202 
｜ （入力） 
231 

48 

 

511 

46 

 

510 

45 

 

509 

44 

 

508 

43 

 

507 

42 

 

506 

41 

 

505 

40 

 

504 

39 

 

503 

38 

 

502 

37 

 

501 

36 

 

500 

35 

 

499 

34 

 

498 

33 

 

497 

32 

 

496 

232 
｜ 
263 

 
システム予約 （32ｃｈ 使わないでください） 

264 エラーフラグ入力 （１word） 

265 アドレス（ＩＤ）応答異常端末数入力 （１word） 

266 
｜ 
281 

 
エラーアドレス （16ｃｈ） 

282 
283 

システム予約 （2ｃｈ 使わないでください） 

 

データは号機№で決定される DM２0０００ｃｈ以降のエリアに割り付けられます。 

先頭ｃｈ番号は 

先頭ｃｈ番号＝２００0０＋ｵﾌｾｯﾄｱﾄﾞﾚｽ＋号機№×１０ 

で求められます。 

 

＜例＞ 号機№が「４」の場合 

出力の先頭ｃｈ番号は２００0０＋０＋４×１0０で DM２０４0０ｃｈからとなります。 

入力の先頭ｃｈ番号は２００0０＋２０0＋４×１０0で DM２０６0０ｃｈからとなります。 

AnyWireBus 上でのビットアドレス番号とリレー番号の対応は次のようになります。 
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 ｵﾌｾｯﾄ ① ｂｉｔ № 

 ｱﾄﾞﾚｽ ｃｈ番号 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

出 0 DM20400 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 1 DM20401 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

 2 DM20402 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 

 3 DM20403 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 

 

 

￤ 

￤ 

￤ 

￤ 

￤ 

￤ 

力 31 DM20431 511 510 509 508 507 506 505 504 503 502 501 500 499 498 497 496 

入 200 DM20600 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 201 DM20601 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

 202 DM20602 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 

 203 DM20603 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 

 

 

￤ 

￤ 

￤ 

￤ 

￤ 

￤ 

力 231 DM20631 511 510 509 508 507 506 505 504 503 502 501 500 499 498 497 496 

＜注＞表中の①の列は号機№を「４」に設定した場合の例を示します。 

表中の 0から 511 までの数字がAnyWireBus上でのビットアドレス番号を表しています。 
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■ エラーステータス 

エラーステータスにより伝送ラインの状態を知ることができます。 

エラーステータスはエラーフラグと断線が検知されたアドレスの数、その異常アドレス１６個から

なります。断線によるエラーが発生した場合、アドレスの数の情報と異常アドレスの情報から該

当するターミナルを知ることができます。 

異常アドレスが１６個以上ある場合、番号の若い順に１６個表示されます。 

 
ｂｉｔ No. （１word） ｵﾌｾｯﾄ 

ｱﾄﾞﾚｽ 
15 14 13 12 11 10  9  8  7  6  5  4  3  2  1 0 

264 エラーフラグ入力 （１word） 

265 アドレス（ＩＤ）応答異常端末数入力 （１word） 

266 
｜ 
281 

 
エラーアドレス （16ｃｈ） 

282 
283 

システム予約 （2ｃｈ 使わないでください） 

 

 

エラー情報とデータメモリの対応は次のようになります。 
ｵﾌｾｯﾄｱﾄﾞﾚｽ ②ｃｈ番号 内容 

２６４ ＤＭ２０６６４ エラーフラグ 

２６５ ＤＭ２０６６５ 異常アドレスの数 

２６６ ＤＭ２０６６６ 異常アドレス１ 

２６７ ＤＭ２０６６７ 異常アドレス２ 

２６８ ＤＭ２０６６８ 異常アドレス３ 

￤ ￤ ￤ 

２８０ ＤＭ２０６８０ 異常アドレス１５ 

２８１ ＤＭ２０６８１ 異常アドレス１６ 

＜注＞表中の②の列は号機№を「４」に設定した場合の例を示します。 

 

■ エラーフラグ 

ｂｉｔ No. （１word） ｵﾌｾｯﾄ 
ｱﾄﾞﾚｽ 

15 14 13 12 11 10  9  8  7  6  5  4  3  2  1 0 

264 エラーフラグ入力 （１word） 

265 アドレス（ＩＤ）応答異常端末数入力 （１word） 

266 
｜ 
281 

 
エラーアドレス （16ｃｈ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

1：D-G 間の短絡 

0：異常なし 

1：D-24V 間の短絡 

0：異常なし 

1：24V 電圧低下 

0：異常なし 

1：アドレス応答なし 

  （断線、ターミナル故障） 

0：異常なし 未使用(予備) 
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オフセットアドレスを２６４とすることによりエラーフラグを読み込むことができます。 

また、オフセットアドレスを２６５とすることにより異常アドレスの数を読み込むことができます。 

この状態は「ＡＬＭ」 ＬＥＤによっても表示されます。 

エラーが発生した場合対応するビットが”１”になります。 

Ｂｉｔ ３は電源を切るかエラーリセット（後述）まで保持されています。 

Ｂｉｔ ０と１と２はエラー状態が解除されると”０”になります。保持はしません。 

 
Ｂｉｔ ０ Ｄ－Ｇ間の短絡 

Ｂｉｔ １ Ｄ－Ｐ間の短絡 

Ｂｉｔ ２ ２４Ｖが供給されていない、または電圧が低い。 

Ｂｉｔ ３ 断線している。またはターミナルの故障か電源が供給されていない。 

Ｂｉｔ ４～１５ 予備 

 

■ エラーステータスのリセット方法 

ｂｉｔ No. （１word） ｵﾌｾｯﾄ 
ｱﾄﾞﾚｽ 

15 14 13 12 11 10  9  8  7  6  5  4  3  2  1 0 

64 エラーリセット出力 （１word） 
  

264 エラーフラグ入力 （１word） 

265 アドレス（ＩＤ）応答異常端末数入力 （１word） 

266 
｜ 
281 

 
エラーアドレス （16ｃｈ） 

 

オフセットアドレス６４のデータメモリエリアに“１”を書き込んでください。 

断線などの異常が解消していれば断線フラグが“０”、異常アドレスの数も“０”にリセットされま

す。 

異常状態が解消されていなければ再び異常フラグと異常アドレスの数、異常アドレスがセットさ

れます。 

電源再投入によってもクリアされます。 

ｵﾌｾｯﾄｱﾄﾞﾚｽ ②ｃｈ番号 内容 

６４ ＤＭ２０４６４ エラーリセット出力 

＜注＞表中の②の列は号機№を「４」に設定した場合の例を示します。 
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■ 参考プログラム 

DM エリアはビット扱いができないため、内部補助リレーに移し替えることによりビット扱いがで

きるようになります。移し替えにはブロック転送命令ＸＦＥＲを使います。 

 

入力データの移し替え用参考プログラム 

 

 

 

 

 

 

出力データの移し替え用参考プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

ここで使用している内部補助リレーの番号は参考例です。 

プログラムの他の部分で使われていない適当な番号を指定してください。 

この例の場合は入力が 1200.00～1231.15 に、出力は 1300.00～1331.15 に割付けられま

す。 

 

 

ご注意 

この他に本機では号機№で決定される２０００ｃｈ以降の４０ｃｈ分のエリアを占有します。 

このエリアは使用しないでください。 

先頭ｃｈ番号は 

先頭ｃｈ番号＝２０００＋ｵﾌｾｯﾄｱﾄﾞﾚｽ＋号機№×１０ 

で求められます。 

＜例＞ 号機№が「４」の場合 

先頭ｃｈ番号は２０００＋０＋４×１０で２０４０ｃｈとなります。 

２０４０ｃｈから２０７９ｃｈは本機で占有されます。 

 

 

常時オン 
転送CH数 

転送元下位CH番号 

転送先下位CH番号 

P_On 
XFER 

&32 

D20600 

1200 

XFER 

&32 

1300 

D20400 

P_On 

常時オン 転送CH数 

転送元下位CH番号 

転送先下位CH番号 
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■ メモリマップ （日立製 PLC EH-150 用インタフェース EH-DBWの例） 

 

I/O データの読出し/書込みはユーザプログラムの FUN 200 命令によって任意の内部出力エ

リアを介してアクセスします。 

I/O データは，入力・出力それぞれターミナルでアドレス設定された先頭アドレスからターミナ

ル点数分 I/O エリアに割り当てられます。 

 

I/O データエリア（任意の内部出力エリア） 

ｂｉｔ No. （１word）  

15 14 13 12 11 10  9  8  7  6  5  4  3  2  1 0 

15 14 13 12 11 10  9  8  7  6  5  4  3  2  1 0 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

  
（入力） 
最大 512点  

 

511 

 

 

510 

 

 

509 

 

 

508 

 

 

507 

 

 

506 

 

 

505 

 

 

504 

 

 

503 

 

 

502 

 

 

501 

 

 

500 

 

 

499 

 

 

498 

 

 

497 

 

 

496 

527 526 525 524 523 522 521 520 519 518 517 516 515 514 513 512 
543 542 541 540 539 538 537 536 535 534 533 532 531 530 529 528 

 
（出力） 
最大 512点  

 

1023 

 

 

1022 

 

 

1021 

 

 

1020 

 

 

1019 

 

 

1018 

 

 

1017 

 

 

1016 

 

 

1015 

 

 

1014 

 

 

1013 

 

 

1012 

 

 

1011 

 

 

1010 

 

 

1009 

 

 

1008 

 

次頁の構成例では，以下のように入出力データが拡張XY エリアに割り当てられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

I/O 番号 ｂ15 ｂ0 

ｂ15～ｂ0 IN0 の入力データ 

ｂ31～ｂ16 IN1 の入力データ（下位） 

ｂ47～ｂ32 IN1 の入力データ（上位） 

ｂ63～ｂ48 IN2 の入力データ 

ｂ527～ｂ512 OUT1 の出力データ OUT0 の出力データ 

ｂ543～ｂ528 OUT2 の出力データ（下位） 

ｂ559～ｂ544 OUT2 の出力データ（上位） 

ｂ577～ｂ560  OUT3 の出力データ 

B593～b578 OUT4 の出力データ 

EH-DBW （標準モード） 

AnyWire DB A20シリーズ 

ターミネータ（AT2） 

T分岐

スロット No.2 

アドレス 0 
入力 16点 

アドレス 0 
出力 8点 

アドレス 8 
出力 8点 

アドレス 16 
入力 32点 

アドレス 64 
出力 16点 

アドレス 48 
出力 8点 

アドレス 48 
入力 16点 

アドレス 16 
出力 32点 
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■ ステータスエリア、コントロールエリア 

ステータスエリア・コントロールエリアはFUN201 命令によって任意の内部出力エリアに読出し/

書込みされます。 

 

ステータスエリア 

ステータスエリアには，エラー情報，エラーターミナル数並びにエラーターミナルのアドレス，サ

イジングアドレスがセットされます。エラーターミナルのアドレス，サイジングアドレスの表示はコ

ントロールエリア（C ）部（２ ビット）の値で表示を切り替えます。 

 

ステータスエリア 

ｂｉｔ No. （１word） アドレス 

15 14 13 12 11 10  9  8  7  6  5  4  3  2  1 0 

H0 システムエリア システムエリア 

H1 エラーターミナルの数  

H2 エラーアドレス１（BCD） 又はサイジングアドレス0～15（該当ビットON） 

H3 エラーアドレス１（BCD） 又はサイジングアドレス16～32（該当ビットON） 

 
 

｜ 
｜ 

H20 エラーアドレス１（BCD） 又はサイジングアドレス480～495（該当ビットON）（*1） 

H21 エラーアドレス１（BCD） 又はサイジングアドレス496～511（該当ビットON）（*1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各エラーフラグは事象発生時 ON になり，再サイジング，エラークリア，電源再投入，または

RESET スイッチが押されるまで保持されます。 

エラーアドレスは BCD 表示でエラーの発生しているターミナルのアドレスを表示します。 

サイジングアドレスはサイジングされているアドレスの該当ビットを ON で表示します。 

*1) ターミナル接続可能台数は 128 台（アドレス 0～127）です。サイジングアドレス 128～511

は予約機能ですので，すべて OFF で表示されます。 

1：D-G 間の短絡 
0：異常なし 

1：D-24V 間の短絡 
0：異常なし 

1：サイジング完了 
0：サイジング中 

1：アドレス応答なし 
  （断線、ターミナル故障） 
0：異常なし 

1：EEPROMエラー 
0：異常なし 

1：ASIC エラー 
0：異常なし 

1：RAMエラー 
0：異常なし 

1：システム ROMエラー 
0：異常なし 
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コントロールエリア 

コントロールエリアのアドレス H1の bit0，bit1を ONすることでサイジング並びにエラー情報ク

リアを行うことができます。また，bit14，bit15の組み合わせでステータスエリアのエラーアドレス

／サイジングアドレス表示を切替えます。 

 

ｂｉｔ No. （１word） アドレス 

15 14 13 12 11 10  9  8  7  6  5  4  3  2  1 0 

H0 システムエリア システムエリア 

H1   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注】 メモリマップの読み出し･書き込みのサンプルプログラムは「EH  150 AnyWire インター

フェースモジュール取扱説明書」（NJI-475A）（株）日立産機システム発行を参照ください。 

 

エラークリア：立ち上がりエッジで上記エラー情報のクリアを行います。 
サイジング要求とエラークリアが同時の場合は、エラークリアのみ実
行されます。 

サイジング要求：立ち上がりエッジでサイジングを行います。 

エラーアドレス・サイジングアドレス表示変更（２ビット） 

０ ０ ：ステータスエリアにエラーアドレスを表示 

０ １ ：ステータスエリアに入力ターミナルのサイジングアドレスを表示 

１ ０ ：ステータスエリアに出力ターミナルのサイジングアドレスを表示 

１ １ ：無視します。（表示変更はしません） 
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■ メモリマップ （CC-Link AnyWire ゲートウエイ AG22-C1 の例） 

 

本機は CC-Link システム上に設定された局番を先頭に、４局を占有します。 

局番号 リモート入力 リモート出力 リモートレジスタ 

RWr（ﾘﾓｰﾄ→ﾏｽﾀ） 

リモートレジスタ 

RWw（ﾏｽﾀ→ﾘﾓｰﾄ） 

備考 

０ － － － － マスタ局指定 

1 E0H～E1H 160H～161H 2E0H～2E3H 1E0H～1E3H  

2 E2H～E3H 162H～163H 2E4H～2E7H 1E4H～1E7H  

3 E4H～E5H 164H～165H 2E8H～2EBH 1E8H～1EBH  

4 E6H～E7H 166H～167H 2ECH～2EFH 1ECH～1EFH  

5 E8H～E9H 168H～169H 2F0H～2F3H 1F0H～1F3H  

6 EAH～EBH 16AH～16BH 2F4H～2F7H 1F4H～1F7H  

7 ECH～EDH 16CH～16DH 2F8H～2FBH 1F8H～1FBH  

8 EEH～EFH 16EH～16FH 2FCH～2FFH 1FCH～1FFH  

9 F0H～F1H 170H～171H 300H～303H 200H～203H  

10 F2H～F3H 172H～173H 304H～307H 204H～207H  

11 F4H～F5H 174H～175H 308H～30BH 208H～20BH  

12 F6H～F7H 176H～177H 30CH～30FH 20CH～20FH  

13 F8H～F9H 178H～179H 310H～313H 210H～213H  

14 FAH～FBH 17AH～17BH 314H～317H 214H～217H  

15 FCH～FDH 17CH～17DH 318H～31BH 218H～21BH  

16 FEH～FFH 17EH～17FH 31CH～31FH 21CH～21FH  

17 100H～101H 180H～181H 320H～323H 220H～223H  

18 102H～103H 182H～183H 324H～327H 224H～227H  

19 104H～105H 184H～185H 328H～32BH 228H～22BH  

20 106H～107H 186H～187H 32CH～32FH 22CH～22FH  

21 108H～109H 188H～189H 330H～333H 230H～233H  

22 10AH～10BH 18AH～18BH 334H～337H 234H～237H  

23 10CH～10DH 18CH～18DH 338H～33BH 238H～23BH  

24 10EH～10FH 18EH～18FH 33CH～33FH 23CH～23FH  

25 110H～111H 190H～191H 340H～343H 240H～243H  

26 112H～113H 192H～193H 344H～347H 244H～247H  

27 114H～115H 194H～195H 348H～34BH 248H～24BH  

28 116H～117H 196H～197H 34CH～34FH 24CH～24FH  

29 118H～119H 198H～199H 350H～353H 250H～253H  

30 11AH～11BH 19AH～19BH 354H～357H 254H～257H  

31 11CH～11DH 19CH～19DH 358H～35BH 258H～25BH  

32 11EH～11FH 19EH～19FH 35CH～35FH 25CH～25FH  

33 120H～121H 1A0H～1A1H 360H～363H 260H～263H  

34 122H～123H 1A2H～1A3H 364H～367H 264H～267H  

35 124H～125H 1A4H～1A5H 368H～36BH 268H～26BH  

36 126H～127H 1A6H～1A7H 36CH～36FH 26CH～26FH  

37 128H～129H 1A8H～1A9H 370H～373H 270H～273H  

38 12AH～12BH 1AAH～1ABH 374H～377H 274H～277H  

39 12CH～12DH 1ACH～1ADH 378H～37BH 278H～27BH  

40 12EH～12FH 1AEH～1AFH 37CH～37FH 27CH～27FH  

41 130H～131H 1B0H～1B1H 380H～383H 280H～283H  

42 132H～133H 1B2H～1B3H 384H～387H 284H～287H  

43 134H～135H 1B4H～1B5H 388H～38BH 288H～28BH  

44 136H～137H 1B6H～1B7H 38CH～38FH 28CH～28FH  

45 138H～139H 1B8H～1B9H 390H～393H 290H～293H  

46 13AH～13BH 1BAH～1BBH 394H～397H 294H～297H  

47 13CH～13DH 1BCH～1BDH 398H～39BH 298H～29BH  

48 13EH～13FH 1BEH～1BFH 39CH～39FH 29CH～29FH  

49 140H～141H 1C0H～1C1H 3A0H～3A3H 2A0H～2A3H  
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50 142H～143H 1C2H～1C3H 3A4H～3A7H 2A4H～2A7H  

51 144H～145H 1C4H～1C5H 3A8H～3ABH 2A8H～2ABH  

52 146H～147H 1C6H～1C7H 3ACH～3AFH 2ACH～2AFH  

53 148H～149H 1C8H～1C9H 3B0H～3B3H 2B0H～2B3H  

54 14AH～14BH 1CAH～1CBH 3B4H～3B7H 2B4H～2B7H  

55 14CH～14DH 1CCH～1CDH 3B8H～3BBH 2B8H～2BBH  

56 14EH～14FH 1CEH～1CFH 3BCH～3BFH 2BCH～2BFH  

57 150H～151H 1D0H～1D1H 3C0H～3C3H 2C0H～2C3H  

58 152H～153H 1D2H～1D3H 3C4H～3C7H 2C4H～2C7H  

59 154H～155H 1D4H～1D5H 3C8H～3CBH 2C8H～2CBH  

60 156H～157H 1D6H～1D7H 3CCH～3CFH 2CCH～2CFH  

61 158H～159H 1D8H～1D9H 3D0H～3D3H 2D0H～2D3H  

62 15AH～15BH 1DAH～1DBH 3D4H～3D7H 2D4H～2D7H  

63 15CH～15DH 1DCH～1DDH 3D8H～3DBH 2D8H～2DBH  

64 15EH～15FH 1DEH～1DFH 3DCH～3DFH 2DCH～2DFH  

 

リモート入力はエラー状態フラグ、リモート局 Ready フラグのみ使用しています。 

リモート出力はエラーリセット要求フラグのみ使用しています。 

その他のリモート入出力は使用していません。 

リモート入力 入力 リモート出力 出力 

RX0000 RY0000 

RX0001 RY0001 

RX0002 RY0002 

： ： 

RX006D RY006D 

RX006E RY006E 

RX006F 

 

 

 

使用しない 

RY006F 

 

 

 

使用しない 

RX0070 システム領域 RY0070 システム領域 

RX0071  RY0071  

RX0072  RY0072  

RX0073  RY0073  

RX0074  RY0074  

RX0075  RY0075  

RX0076  RY0076  

RX0077  RY0077  

RX0078 イニシャルデータ処理要求フラグ RY0078 イニシャルデータ処理完了フラグ 

RX0079 イニシャルデータ設定完了フラグ RY0079 イニシャルデータ設定要求フラグ 

RX007A エラー状態フラグ RY007A エラーリセット要求フラグ 

RX007B リモート局Ready RY007B リザーブ 

RX007C リザーブ（予約済） RY007C リザーブ（予約済） 

RX007D リザーブ（予約済） RY007D リザーブ（予約済） 

RX007E OS 定義 RY007E OS 定義 

RX007F  RY007F  

 

入出力はリモートレジスタにより行います。 

入力、出力ともそれぞれ 16 ワードずつ使用できます。 

スレーブユニットのアドレスは、入力ユニット、出力ユニットとも 0～255 の範囲に設定してくださ

い。 
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リモートレジスタと入力番号、出力番号の対応は下表のようになります。 

 

入力 ｂｉｔ № 

リモートレジスタ 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

RWr0 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

RWr1 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

 ￤ 

RWr14 239 238 237 236 235 234 233 232 231 230 229 228 227 226 225 224 

RWr15 255 254 253 252 251 250 249 248 247 246 245 244 243 242 241 240 

 

出力 ｂｉｔ № 

リモートレジスタ 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

RWw0 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

RWw1 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

 ￤ 

RWw14 239 238 237 236 235 234 233 232 231 230 229 228 227 226 225 224 

RWw15 255 254 253 252 251 250 249 248 247 246 245 244 243 242 241 240 

 

 

本機はイニシャル処理を必要としない為、イニシャルデータ処理要求フラグ、イニシャルデータ処

理完了フラグ、イニシャルデータ設定完了フラグ、イニシャルデータ設定要求フラグは無効となっ

ています。 

リモート局 Ready は電源投入時またはリセットスイッチによるリセット後オンになります。 

エラー状態フラグはエラー発生でセット（オン）され、エラーの原因が解消されていればエラーリセ

ット要求フラグをオンにすることによりオフにできます。 

リモート局 Ready はエラー発生でリセット（オフ）されエラーリセット要求フラグがオンからオフにな

るまでオフのままです。 

 

 

エラー状態フラグ 

 

 

エラーリセット要求フラグ 

 

 

リモート局 Ready 

 

 

 

 

 

オン 

オン 

オフ 

オフ 

オン 

オフ 

エラー発生 
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1－6 マスタユニットの設定 

AFSR01-D2 

 

 

 

 

 

 

SW3 （伝送距離） 

サイドカバー内にある仕様選択スイッチ（SW3）で伝送距離などの設定をします。 

「動作モード設定スイッチ(SW)」で伝送仕様の設定をします。 

スイッチを操作した際は、PLCの電源により本機をリセットしてください。 

 

ＳＷ３－７，８    速度設定 

ＳＷ３－６～１   予備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MODE 

動作モード設定スイッチ(ＭＯＤＥ)により入出力点数を選択します。 

動作モード 

点数［bit］ 

 
ＭＯＤＥスイッチの値 

入力 出力 
０ ３２ ３２ 

１ ６４ ６４ 

２ １２８ １２８ 

３ ２５６ ２５６ 

４～Ｆ ５１２ ５１２ 

 

¸ 仕様選択/MODEスイッチの設定は必ず電源を切ってから行ってください。 

¸ 仕様選択/MODEスイッチの設定は、ご使用になる伝送仕様に合わせて必ず行っ 

   てください。 

¸ 本機とマスタインターフェースユニットの伝送仕様が一致していないと誤動作や 

故障の原因となります。 

「動作モード設定スイッチ」の値 
仕様 

SW3-7 SW3-8 

125kHz  （50m） ON ON 

31.3kHz （200m） ON OFF 

7.8kHz  （1km） OFF ON 

2kHz   （3km） OFF OFF 

サイドカバー内 

SW3 

MODE 

1  2  3  4  5  6  7  8      
ON 

注意 ！ 
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AFCJ01-D2 

 

 

 

 

 

 

 

号機 No.設定 

本機の２つのロータリーディップスイッチにより号機№の設定をします。 

本機は、1 ユニットで４号機占有となりますので、０から９２までの範囲で設定してください。 

例えば０４に設定した場合、０４から０７までを占有しますので、他のユニットはこの範囲に設定

しないでください。 

 

仕様選択（MODE 2） 

動作モード設定２スイッチ（４連ディップスイッチ）で伝送距離などの選択をします。 

ＳＷ－１、２    １と２の ON/OFF の組合せにより伝送距離を設定します。 

ＳＷ－３       システム予約（OFFでご使用ください） 

ＳＷ－４       システム予約（OFFでご使用ください） 

 

動作モード２スイッチ 
仕様 

１ ２ 

 ２ｋHz ３ｋｍ OFF OFF 

７．８ｋHz １ｋｍ OFF ON 

３１．３ｋHz ２００ｍ ON OFF 

１２５ｋHz ５０ｍ ON ON 

 

入出力点数設定（MODE 1） 

動作モード設定１スイッチ（ロータリーディップスイッチ）により入出力点数を選択します。 

 

動作モード 
入力 出力 

動作モード１スイッチ 

５１２点 ５１２点 ０ 
２５６点 ２５６点 １ 
５１２点 ５１２点 ２～Ｆ 

 

号機 No.設定 

 

MODE ２ 

MODE １ 

右側でＯＮ 
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¸ DIPスイッチの設定は必ず電源を切ってから行ってください。 

¸ DIPスイッチの設定は、ご使用になる伝送仕様に合わせて必ず行ってください。 

¸ 本インターフェースユニットと接続されているスレーブユニットの伝送仕様と一致 

  していないと正常に伝送できなかったり、誤動作の原因となります。 
 

 

 

EH-DBW 

 

 

 

 

 

 

動作モード･伝送距離の設定（DIP スイッチ） 

本モジュール側面の６ 連ディップスイッチで標準/ユニワイヤ互換モード，伝送距離の選択を

行います。 

 

 

 

 

 

ビット番号 機能 

1 
2 

ビット 1 とビット 2 の組み合わせで伝送距離を設定します。下表参照。 

3 Reserve ：常にOFF で使用してください。 
4 ON ：ユニワイヤ互換モード，OFF ：標準モード 
5 ON ：Reserve ，OFF ：EH-CPU**** 使用時OFF で使用してください。 
6 Reserve ：常にOFF で使用してください。 

 

伝送距離設定（ビット 1 とビット 2 の組み合わせ） 

ビット番号 
1 2 3 

伝送距離 動作モード 

OFF OFF OFF 3ｋｍ 
OFF ON OFF 1ｋｍ 
ON OFF OFF 200ｍ 

ON ON OFF 50ｍ 

標準モード 

 

伝送距離とターミナル接続台数について 

EH-DBW １ 台に対し，ターミナルは最大128 台まで接続できます。 

（設定された最大I/O 点数以内での使用に限ります。I/O 点数設定については９ 章をご覧下

さい。） 

  
MODE 

DIP 

スイッチ 

注意 ！ 

1  2  3  4  5  6   

ON 
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但し，使用する伝送距離によって，最大接続台数が変わりますので，ご注意下さい。 

伝送距離 最大ターミナル接続台数 

1ｋｍ以下 128 台 
1ｋｍ～2ｋｍ 64 台 
2ｋｍ～3ｋｍ 32 台 

 

動作モードについて 

EH-DBW の動作モードにはAnyWire ターミナル(A20)を接続可能な「標準モード」のほか

に，従来のユニワイヤスレーブターミナル（STW/PTW ）を接続可能な「ユニワイヤ互換

モード」の２ つのモードがあります。 

それぞれのモードの比較を下記に示します。 

 標準モード ユニワイヤ互換モード 
接続可能ターミナル
(*1) 

AnyWire DB ターミナル(A20) ユ ニ ワ イ ヤ ス レ ー ブ タ ー ミ ナ ル
（STW/PTW ） 

I/O 接続点数 最大入力 512 点/出力 512 
点 

最大入出力合計 256 点 

ターミナル接続可能台
数 

最大 128 台 最大 64 台 

伝送距離（総延長） 50 m ・200m ・1km ・3km 200 m ・500m ・1km 
モード切替 工場出荷時設定 モジュール側面ディップスイッチの 

ビット４ で切り換え。 

*1 ）いずれのモードでも AnyWire ターミナル(A20) とユニワイヤスレーブターミナル

(STW/PTW)の同一親局での混在使用はできません。 

注）ユニワイヤ互換モードでの使い方に関しては本説明書では解説しません。 

AnyWire システムアプリケーションマニュアル（NJI-476*）（株式会社日立産機システム）を

参照下さい。 

 

I/O 割付、I/Oモード設定 

EH-DBW のI/O モード（I/O 使用可能点数設定）はモジュール正面のMODE スイッチ（ロータ

リースイッチ）で設定します。使用するCPU によって扱い方，I/O 割付が異なります。 

それぞれのモードの詳細を以下に示します。 
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EH-CPU**** 使用時 

I/O モード 
(MODE スイッチの 

設定値) 

I/O 
割付 

入力 
点数 
(最大) 

出力 
点数 
(最大) 

入出力番号 

モード 0 B1/1 512 512 
モード 1 B1/1 448 448 
モード 2 B1/1 384 384 
モード 3 B1/1 320 320 
モード 4 B1/1 256 256 
モード 5 B1/1 192 192 
モード 6 B1/1 128 128 
モード 7 B1/1 64 64 
モード 8 B1/1 32 32 

WXus0 ：ステータスフラグ 
WYus1 ：コントロールフラグ 

u: ユニット番号（0 ～5 ） 
s: スロット番号（16 進 0 ～A ） 

入出力データはFUN200 命令により任意の内部
出力を介してリード・ライトします。 
ステータス/コントロール情報はFUN201 命令によ
り任意の内部出力を介してリード・ライトします。 

注）・MODE スイッチの“9 ”～“F ”は設定しないで下さい。 

・工場出荷時は「モード0 」に設定されています。ご使用になるI/O 点数に応じてI/O モードを

選択（使用可能I/O 点数を制限する）ことで，リフレッシュ時間が短縮できます。 

 

AG22-C1 

 

 

 

 

 

 

 

局番の設定 

局番設定スイッチ「STATION NO」により局番を設定します。 

本機の設定範囲は 4局占有のため最大 61 となります。 

 

局番設定スイッチ 
局番 

×10 ×1 

１ ０ １ 

２ ０ ２ 

３ ０ ３ 

４ ０ ４ 

・ ・ ・ 

６０ ６ ０ 

６１ ６ １ 

局番が他のノードと重複すると局番重複が発生し通信に加入できません。 

“０”または“62”以上にセットすると「ERR」 LED が点灯します。 

 

ボーレート設定 

B.RATE スイッチにより通信速度を設定します。 

B.RATE スイッチ設定値 通信速度 

０ 156ｋbps 

ボーレート設定 
局番設定 

MODE 

＊出荷時のスイッチ位

置は全て「0」になっ

ています。 

＊出荷時のスイッチ位置は 

「0」になっています。 
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１ 625ｋbps 

２ 2.5Mbps 

３ 5Mbps 

４ 10Mbps 

５～Ｆ エラー 

“5”以上にセットすると「ERR」 LED が点灯します。 

 

仕様選択（MODE） 

「MODE」スイッチ（4 連ディップスイッチ）で伝送距離等の選択をします。 

ＳＷ－２，１    2 と 1 の ON/OFF の組合せにより伝送距離を設定します。 

ＳＷ－３       未使用（OFF でご使用ください。） 

ＳＷ－４       未使用（OFF でご使用ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MODE スイッチ 

1 2 
仕様 

OFF OFF  2ｋＨｚ   3km 

OFF ON 7.8kＨｚ   1km 

ON OFF   31.3kＨｚ   200m 

ON ON   125kＨｚ   50m 
＊出荷時のスイッチ位置は全

てOFF側になっています。 
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■ スレーブユニットの設定 

設定スイッチはスレーブユニットの上部にあるディップスイッチで行います。 

1. 最大伝送距離（伝送クロック）の設定。 

2. このスレーブユニットの先頭アドレスの設定。 

 

D1684
ON

2 E

D1684
ON

2 E

ターミナルの先頭アドレスを
設定する

3km

1km

200m

50m

2kHz

7.8kHz

31.3kHz

125kHzm
 

 

注意 

アドレス設定などに使用されるディップスイッチはレバータイプ、スライドタイプ

があります。いずれも黒マーク側にセットされていることを示します。 

 

 

ON 

ON 

ON 

OFF 

OFF 

OFF 

黒マークはセット位置を表す 
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■ スレーブユニットのアドレス設定 

全 2 重モードでのアドレス設定は Bit 単位で設定します。また、入力・出力単独に伝送しますの

で、それぞれ入出力単独のアドレスを、アドレス幅を考慮して設定していきます。 

D-I/O ターミナルは２点単位で、アナログターミナルは 16 点単位で設定します。 

D-I/O ターミナルとアナログターミナルを混在させることが出来ます。 

 

 

注意  

各スレーブユニットのアドレス幅は、各製品説明書の「占有アドレス数」の項目をご参照くださ

い。 

 

注意 （工場出荷時設定） 

ディップスイッチ ADDRESS と SPEED の工場出荷時設定は全て OFF です。したがって、必要

に応じて設定してください。 

                

アドレス設定例（横河用マスタの例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動作モード 
点数［bit］ 

ＭＯＤＥスイッチ
の値 

入力 出力 
０ ３２ ３２ 

１ ６４ ６４ 

２ １２８ １２８ 

３ ２５６ ２５６ 

４～Ｆ ５１２ ５１２ 

512 0 

     

       

先頭アドレスを設定します。 

AnyW
ireBus 

OUT 系 

I N 系

Bit 単位 
アドレス 

先頭ｱﾄﾞﾚｽ ｱﾄﾞﾚｽ幅 

AFSR01-D2 

2 
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この例では 

Bit 動作入力ターミナル 3台  

Bit 動作出力ターミナル 5台  

になります。ターミナルのアドレス設定はマスタユニットに近いほうから順番に小さな値

を割り付けるとエラーアドレスの特定が容易になります。 

設定アドレス空間は入力で０～512 まで、出力で 0～512 まで取れます。 

よって、この例では 

総入力点数は６４点 

総出力点数は７２点 

になります。マスタユニットの動作モードは 2（入力 128点、出力 128 点）を選択します。 

 

スレーブユニットのアドレス設定例 

AFSR01-D2 

AnyWire DB A20シリーズ 

ターミネータ（AT2） 

T分岐

アドレス 0 
入力 16点 

アドレス 0 
出力 8点 

アドレス 8 
出力 8点 

アドレス 16 
入力 32点 

アドレス 64 
出力 16点 

アドレス 48 
出力 8点 

アドレス 48 
入力 16点 

アドレス 16 
出力 32点 
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1－7 性能 

■ 入出力応答時間 

Õ 入力の場合 

 マスタ側では、連続して 2 回同じデータが続かないと入力エリアのデータを更新しないため

（二重照合）、伝送サイクルタイムは最小1サイクルタイム、最大2サイクルタイムの伝送時間を

必要とします。2 サイクルタイム以下の入力信号の場合にはタイミングによっては捉えられない

場合があります。従って、入力信号を確実に応答させるためには、2 サイクルタイムより長い入

力信号を与えてください。 

 

Õ 出力の場合 

スレーブユニット側で二重照合を行っていますので入力の場合と同様に最小１サイクルタ

イム、最大２サイクルタイムの伝送時間を必要とします。 

用語 

伝送サイクルタイム ： 伝送される実際のデータの繰り返し伝送時間 

最大伝送遅れ時間 ： マスタ側の処理時間 ＋ 伝送サイクルタイム ＋ スレーブ側 

信号遅れ時間 

 

 

応答遅れ時間は下図のようになります。 

 

入力データの変化 

入力データの変化 入力データ更新 

入力データ更新 

約 1 サイクルタイム 

2 サイクルタイム 

最小伝送サイクル

タイムのケース 

最大伝送サイクル

タイムのケース 

最大サイクルタイム 

最小伝送サイクルタイム 

入出力機器 

AnyWire-DB 

システム 

PLC 

①入力機器応答時間 

②スレーブ側信号遅れ時間 

③伝送サイクルタイム ⑦伝送サイクルタイム 

④マスタ側処理時間 ⑥マスタ側処理時間 

⑤PLC 処理時間 

⑧スレーブ側信号遅れ時間 

⑨出力機器応答時間 

入力 出力 

最大伝送遅れ時間 最大伝送遅れ時間 
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■ 伝送サイクルタイム 

伝送サイクルタイムはマスタ側の「動作モード」で設定された入出力点数、及び「最大伝送距

離」によって異なります。 

 

【伝送１サイクルタイム最大値（512点の例）  単位:ms】 

伝送距離 （伝送クロック）  

最大入出力点数 50m 200m 1ｋm 3ｋm 

 IN OUT 
 
（125kHz） （31.3kHz） （7.8kHz） （2kHz） 

512 256 256 2.3 10.5 36.4 141.8 

 

詳細は各マスタユニットのユーザーズマニュアルをご参照ください。 
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第２章 取り付けと配線 
 （横河電機製 FA-M3 を例に説明しています。） 

2－1 取り付け 

■ マスタユニットの取り付け 

マスタユニットは PLC 本体に取り付けて使用します。PLC への取り付け方法は、通常のユニッ

トと同じです。 

 

右の写真は 2 台のマスタユニットを取り付けた

例です。 

 

ケーブルの取り付け端子台はねじ式コネクタン

シになっています。コネクタ部分を取りはずして

配線作業が出来ます 

 

 

 

 

最大伝送距離（伝送クロック）の設定 
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¸ 監視機能について 

 AnyWireBus のスレーブユニットは固有のアドレス番号(識別アドレス番号、以下アドレスと略

します)を持ち、マスタユニットから送られたアドレスに対し、そのアドレスを持つスレーブユニッ

トが応答を返すことにより、断線検知とスレーブユニットの存在確認をしています。個々のスレ

ーブユニットがアドレス応答を返すため、分岐配線を行っている場合でも断線検知が可能で

す。 

 マスタユニットのSETボタンを押す(アドレス自動認識操作)ことにより、その時接続されている

スレーブユニットのアドレスを EEPROM(不揮発性メモリ)に記憶します。この情報は電源を切っ

ても記憶されています。次に、登録されたアドレスを順次送り出し、それに対応する応答がなけ

れば断線としてエラー表示されます。異常のあったスレーブユニットのアドレスはメモリ上に格

納されますので PLC からも確認することが出来ます。またモニタユニットをマスタユニットに接

続することで直接確認することも出来ます。 

 

¸ アドレス自動認識操作 

 接続されているスレーブユニットのアドレスをマスタユニットの EEPROM に記憶させることを

アドレス自動認識といいます。 

 

アドレス自動認識の手順 

① 接続されているすべてのスレーブユニット

に電源をいれ、正常に動作していることを

確認して下さい。 

② マスタユニットの前面にある SET ボタンを

マスタユニット上部の『SET』ランプが点灯

するまで押します。 

③ 『SET』ランプが数秒から約３分の間点灯し

て消えればアドレスの記憶が完了です。 

¸ 監視動作 

 登録されたアドレスを順次創出し、それに対応する応答がなければ断線としてマスタユニット

上部の『ERR』ランプを点灯します。また、エラーフラグを“1”にセットします。この異常情報は電

源を切るかエラーリセットするまで保持しています。エラーステータスについては第 1章メモリマ

ップの項を参照してください。 

注意 

¸ アドレス自動認識操作は必ず行ってください。その時、接続さ

れているすべてのスレーブユニットが通電状態で正常動作し

ていることを確認してください。アドレス自動認識が正しく行わ

れないと監視機能が有効にならず、断線検知が出来ません。 

¸ スレーブユニットを追加したり、取り外した場合、またアドレスを

変更した場合は必ずアドレス自動認識操作を行ってください。 

 

 

SET ボタン 

RDY ランプ 

SET ランプ 
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¸ 表示ランプ 

RDY ：通常、点灯しています。 

LINK ：通信している時点滅します。 

SET ：アドレス自動認識動作中に点灯します。 

ALM ：伝送ラインに異常がある場合点灯します。 

点灯状態 主な原因 

遅い点滅 D-G間短絡。 

遅い点滅 D-24V間短絡。 

速い点滅 伝送用電源 24Vの電圧が低い。 

点灯 スレーブユニットからのアドレス応答がない。（D-G ラインの断線） 

 （遅い点滅とは約 2秒周期、速い点滅とは約 0.2秒周期の点滅です） 
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■ スレーブユニットの取り付け 

 
スレーブユニットの取り付けは 35mm 幅 DIN レール取り付け、またはビス取り付けが可能で

す。 

¸ DINレールに固定する場合 

スレーブユニットの背面で、DIN 35mm レールに取り付けてください。この時、背面にあ

る DIN レール取り付けピンをドライバで引き下げながら DIN レールをスレーブユニット

の背面にはめ込み、確実に固定してください。また、スレーブユニットの左右も、エンドプ

レートで挟んで固定してください。 

¸ 制御盤にビスで固定する場合 

「製品説明書」の各スレーブユニットの『寸法』を参照して、制御盤に取り付け穴を開け、

規定サイズのビスを使用して適正締め付けトルク(下記参考)でスレーブユニットを固定

してください。 

M4ビス ： 0．6～0.98N・m 

M5ビス ： 0．6～1.18N・m 

 

¸ アドレスと最大伝送距離（伝送クロック）の設定 

ターミナルの蓋を開けてディップ SW で設定します。 

アドレス設定は｢スレーブユニットのアドレス設定例｣をご参照ください。 

D1684
ON

2 E

D1684
ON

2 E

ターミナルの先頭アドレスを
設定する

3km

1km

200m

50m

2kHz

7.8kHz

31.3kHz

125kHzm
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2－2 伝送ケーブルの加工 

           

  （４線 VCTFケーブル）         （専用フラットケーブル：FK4-075-100） 

 

４線 VCTFケーブル、専用フラットケーブルに LPコネクタ（組み立て式コネクタ）を取り付ける際は

伝送を安定させるため、ケーブルの芯線色と信号名を下記のようにしてください。 

線色  

信号名 ４線 VCTFケーブル 専用フラットケーブル 

G 1 黒 1 黒 

D 2 赤 2 赤 

0V 3 白 3 白 

+24V 4 緑 4 緑 

 

■ LP コネクタの装着 (専用フラットケーブル使用時) 

伝送ケーブルに AnyWireBus 専用フラットケーブルを使用する場合は、LP コネクタ（組み立て

式コネクタ）によって簡単にケーブルを加工することが出来ます。このコネクタは雌雄同体タイプ

になっています。1種類のコネクタで中継、分岐接続が出来ます。 

注意 

LP コネクタを使用するときは、必ず専用フラットケーブル(FK４-075-100)を使用し

てください 

       (表)         (裏)          (雌雄コネクタ部) 

                 
 

コネクタはボディ部とカバー部に

分かれています。種類はこの 1

種類のみで雄･雌を兼ねていま

す。 

 

 (ボディ部)        (カバー部) 

コネクタ型式 LP4-BK-10P  （10 ヶ入り） 

 

①②③④ 

④③②① 

④番線に緑（24V)

を配置してくださ

い。 ①②③④ 
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¸ 加工手順（1） 

1. フラットケーブルの先端を平らに切り揃えます。 

 

 

 

 

 

ピン番

号 

① ② ③ ④ 

信号名 G D 0V 24

V 

線色 黒 赤 白 緑 

    

 

2. コネクタのボディ部にケーブルをガイドに添わせ

てケーブルストッパに当たるまで入れます。 

 

 

 

3. ボディ部のふた部分を手で挟みこみフックに止

めます。 

 

 

 

4. ボディ部をカバー部にはめ込みます。 

 

 

 

5. カバー部のコンタクト部分をボディ部の穴に合

わせます。（その①） 
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6. カバー部のコンタクト部分をボディ部の穴に合

わせます。（その②） 

 

7. カバー部のつめに仮に固定します。 

 

 

 

8. 手で仮止めをします。 

 

 

 

9. プライヤーで「パチン」というところまで確実に挟

み込みます。 

 

 

 

10.  

 

 

安定した圧接状態を得

るため、専用工具を推奨

します。 
スズデン株式会社 
型式：L-Tool-N 




